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と
ア
イ
ヌ
」『
平
成
十
四
年
度
普
及
啓
発
セ
ミ
ナ
ー
報
告
』
二
〇
〇
三

（
15
） 

新
聞
研
究
所
（
編
）『
日
本
新
聞
年
鑑　
大
正
十
四
年
版
』
一
九
二
五 

新
聞
研
究
所　
第
四
編　
七
〇
頁

（
16
） 
二
〇
一
七
年
四
月
六
日
、『Tw

itter

』
に
て
知
里
幸
恵
『
ア
イ
ヌ
神
謡

集
』
内
の
六
話
と
同
じ
内
容
、
同
じ
順
番
で
掲
載
さ
れ
て
い
る
と
指
摘

さ
れ
て
い
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

（
17
） 「
著
作
権
Q
＆
A
」
公
益
社
団
法
人
著
作
権
情
報
セ
ン
タ
ー https://

w
w

w.cric.or.jp/qa/hajim
e/hajim

e1.htm
l

「
民
話
、
伝
説
な
ど
地
域

に
伝
承
さ
れ
る
話
の
大
筋
は
そ
の
ま
ま
で
、
枝
葉
に
お
い
て
多
少
の
修

正
増
減
を
加
え
た
だ
け
の
よ
う
な
場
合
は
、
そ
こ
に
新
た
な
創
作
性
は

認
め
ら
れ
ず
、
新
た
な
著
作
物
で
は
あ
り
ま
せ
ん
」（
二
〇
二
〇
年

十
一
月
四
日 

最
終
確
認
）

（
18
） 

札
幌
放
送
局
『
北
海
道
郷
土
史
研
究
』
一
九
三
二　
日
本
放
送
協
会
北

海
道
支
部
「
小
樽
の
昔
噺
」
三
六
〇
〜
三
六
二
頁

（
19
） 

北
海
道
庁
『
北
海
道
立
文
書
館
所
蔵
資
料
案
内
〜
私
文
書
』「
橋
本
尭

尚
関
係
文
書
」http://w

w
w.pref.hokkaido.lg.jp/sm

/m
nj/d/guide/

b/h/hasim
otogyousyou.htm

（
二
〇
二
〇
年
八
月
二
十
一
日
最
終
確

認
）

（
20
） 

洛
西
橋
本
尭
尚　
天
民
阪
牛
祐
直
『
小
樽
の
人
と
名
勝
』
一
九
三
一　

小
樽
出
版
協
会　
二
一
六
〜
二
一
八
頁

（
21
） 

藤
島
隆
「
小
樽
図
書
館
の
設
立
過
程
と
活
動
に
つ
い
て
」『
北
海
学
園

大
学
学
園
論
集
』
一
二
九　
二
〇
〇
六 

（
22
） 

日
本
放
送
協
会
『
ラ
ヂ
オ
年
鑑
．
昭
和
七
年
』
一
九
三
二　
日
本
放
送

出
版
協
会

（
23
） 

小
樽
高
野
山
日
光
院
『
日
光
院
案
内
』http://r.goope.jp/nikkouinn/

m
enu

（
二
〇
二
〇
年
八
月
二
十
一
日 

最
終
確
認
）

（
24
） 

注
（
17
）
三
五
六
頁

（
25
） 

弘
前
市
立
図
書
館
『
津
軽
一
統
志
』
一
七
七
六

（
26
） 

河
野
本
道
（
選
）『
第
二
期
ア
イ
ヌ
史
資
料
集
』
六 

一
九
八
一　
北
海

道
出
版
企
画
セ
ン
タ
ー

（
27
） 

北
海
道
大
学
北
方
資
料
デ
ー
タ
ー
ベ
ー
ス
『
明
治
元
年
明
治
二
年
小
樽

高
島
明
細
書
』
五
二
頁

（
28
） 

遠
藤
匡
俊
「
一
八
〇
〇
年
代
初
期
の
ア
イ
ヌ
の
社
会
構
造
と
命
名
規
則

の
空
間
的
適
用
範
囲
」『
地
理
学
評
論
』
七
七
（
一
）
二
〇
〇
四

（
29
） 

朝
日
新
聞
社 

編
『
海
の
伝
説
と
情
話
』
一
九
二
三　
朝
日
新
聞
社

（
30
） 

阿
部
敏
夫
『
北
海
道
民
間
説
話
〈
生
成
〉
の
研
究
：
伝
承
・
採
訪
・
記

録
』
二
〇
一
二　
共
同
文
化
社

（
31
） 

丹
菊
逸
治
（@

itangiku

）
二
〇
一
九
年
四
月
二
九
日
『Tw

itter

』

 

（
ひ
つ
じ
・
よ
う
こ
／
ア
イ
ヌ
文
化
研
究
家
）

【
第
七
七
回
研
究
例
会　
野
村
純
一
論
―
そ
の
研
究
手
法
と
業
績
―
】

研
究
例
会
報
告

山 

田　
栄 

克

二
〇
一
九
年
十
月
二
十
日
、
第
七
七
回
研
究
例
会
と
し
て
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
「
野
村
純
一
論
―
そ
の
研
究
手
法
と
業
績
―
」
を
國
學
院
大
學
院
友
会

館
で
開
催
し
た
。

野
村
純
一
（
一
九
三
五
年
〜
二
〇
〇
七
年
）
は
本
学
会
創
立
か
ら
尽
力

し
、
多
く
の
研
究
成
果
は
も
ち
ろ
ん
、
そ
の
方
法
に
つ
い
て
も
ま
だ
ま
だ

発
見
が
多
く
あ
る
。
司
会
を
務
め
た
私
も
そ
の
研
究
の
す
べ
て
を
理
解
で

き
て
い
る
と
は
言
え
な
い
が
、
そ
の
足
跡
と
成
果
か
ら
の
可
能
性
は
未
だ

広
が
り
を
見
せ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
特
に
昨
今
、
昔
話
は
社
会
の

大
き
な
変
化
に
伴
っ
て
担
い
手
が
「
伝
統
的
な
語
り
手
」
か
ら
「
新
し
い

語
り
手
」
と
な
っ
た
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
ほ
ど
、
そ
の
伝
承
母
体

及
び
、
そ
の
性
質
を
変
化
さ
せ
て
い
る
。
そ
れ
は
昔
話
だ
け
で
は
な
く
、

伝
説
で
す
ら
も
そ
う
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
し
て

い
る
と
痛
感
す
る
場
面
が
多
く
な
っ
た
。
そ
う
い
っ
た
伝
承
が
大
き
く
変

化
し
て
い
く
過
渡
期
に
昔
話
の
調
査
及
び
研
究
の
第
一
線
で
功
績
を
残
し

た
野
村
の
成
果
や
方
法
を
整
理
す
る
こ
と
が
学
界
に
寄
与
す
る
で
あ
ろ
う

と
い
う
思
い
で
、
こ
の
例
会
を
計
画
し
た
。

パ
ネ
リ
ス
ト
に
は
、
野
村
と
同
じ
時
代
に
國
學
院
大
學
を
研
究
拠
点
と

し
て
お
り
、『
野
村
純
一
著
作
集
』（
全
九
巻
）
の
編
集
責
任
も
務
め
た
小

川
直
之
氏
か
ら
民
俗
学
、
文
化
学
の
視
点
か
ら
、
野
村
の
著
書
『
新
・
桃

太
郎
の
誕
生
』（
二
〇
〇
〇　
吉
川
弘
文
館
）
刊
行
と
同
時
期
に
桃
太
郎
を

伝
説
と
し
て
研
究
し
て
い
た
齊
藤
純
氏
、
野
村
の
教
え
を
直
接
受
け
た
常

光
徹
氏
か
ら
発
言
を
い
た
だ
い
た
。
詳
し
く
は
こ
の
あ
と
に
続
く
論
考
の

中
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
の
で
、
こ
こ
で
は
当
日
に
私
が
と
っ
た
メ
モ
か
ら

そ
の
内
容
を
振
り
返
り
た
い
。

小
川
氏
は
「
口
承
文
芸
の
文
化
学
―
野
村
純
一
の
視
座
―
」
と
題
し
、

野
村
の
業
績
に
つ
い
て
、
国
際
研
究
の
土
台
作
り
、
口
承
文
芸
、
特
に
昔

話
を
芸
能
な
ど
と
関
連
付
け
、
そ
し
て
昔
話
に
は
作
法
（
規
律
）
が
あ
る

こ
と
が
人
文
学
の
学
問
対
象
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
担
保
し
て
い
る
こ
と

を
明
確
に
し
た
と
指
摘
し
た
。
そ
し
て
語
り
の
時
空
論
を
明
ら
か
に
し
、

現
場
を
理
論
に
し
て
い
っ
た
過
程
に
述
べ
た
。

齊
藤
氏
は
、「
遠
望
す
る
野
村
純
一
―
物
語
と
「
も
う
ひ
と
つ
」
の
発

想
―
」
と
題
し
、
研
究
を
志
し
た
こ
ろ
の
書
籍
か
ら
の
、
そ
し
て
桃
太
郎

論
か
ら
の
野
村
に
つ
い
て
の
発
表
で
あ
っ
た
。
野
村
の
名
前
は
『
民
俗
調

査
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
』（
一
九
七
四　
吉
川
弘
文
館
」）
や
『
民
俗
研
究
ハ
ン

ド
ブ
ッ
ク
』（
一
九
七
八　
吉
川
弘
文
館
）
な
ど
の
研
究
者
の
入
門
書
で
若

手
の
導
き
手
だ
け
で
は
な
く
、『
別
冊
歴
史
読
本
』（
一
九
八
三　
新
人
物

往
来
社
）
の
よ
う
な
大
衆
的
な
読
み
物
に
も
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
大
衆

的
・
庶
民
的
な
姿
勢
も
持
ち
合
わ
せ
て
い
る
と
し
た
。
そ
し
て
研
究
者
が

多
く
の
事
例
に
当
て
は
ま
る
よ
う
に
抽
象
的
な
表
現
を
行
う
の
に
対
し
、
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具
体
例
を
挙
げ
て
論
を
展
開
し
て
い
き
、
そ
の
間
に
あ
る
事
象
を
見
出
し

て
い
く
、
い
わ
ば
「
中
間
」
を
み
る
視
点
を
持
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
を

述
べ
た
。
そ
の
う
え
で
、
野
村
の
類
語
、
対
比
表
現
の
使
用
と
い
っ
た
分

か
り
づ
ら
い
文
体
が
柳
田
を
想
起
さ
せ
つ
つ
、
か
と
い
っ
て
そ
れ
だ
け
で

は
な
く
講
演
録
で
は
、
話
題
を
つ
な
い
で
い
き
、
オ
チ
を
つ
け
る
語
り
口

が
見
ら
れ
、
い
わ
ば
「
語
り
に
よ
る
論
文
」
と
言
え
る
と
位
置
付
け
た
。

ま
た
、
野
村
の
視
点
に
話
を
展
開
さ
せ
て
、
口
承
文
芸
研
究
で
は
あ
ま

り
取
り
上
げ
ら
れ
な
か
っ
た
時
代
か
ら
高
木
敏
雄
や
上
田
敏
を
取
り
上
げ

て
い
た
こ
と
か
ら
、
作
家
論
や
語
り
手
論
の
よ
う
に
研
究
者
論
も
必
要
だ

と
の
思
い
を
持
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
指
摘
し
た
。
そ
し
て
桃
太
郎

研
究
で
は
、
語
り
手
の
経
験
や
系
譜
か
ら
伝
播
を
考
え
る
よ
う
に
、
郷
土

史
家
の
見
聞
や
何
を
素
材
に
し
て
い
る
か
を
見
つ
つ
、
桃
太
郎
像
の
伝
播

を
論
じ
て
い
る
と
い
う
独
自
性
を
見
出
し
た
。
ま
た
、
そ
の
研
究
を
ま
と

め
た
『
新
・
桃
太
郎
の
誕
生
』
の
中
の
「
も
う
ひ
と
り
桃
太
郎
」
と
い
う

章
題
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
、
何
か
を
見
つ
け
て
い
て
さ
ら
に
も
う
一
つ

と
い
う
よ
う
な
視
点
、
つ
ま
り
現
実
は
多
彩
で
連
続
し
て
い
る
の
で
、
そ

こ
か
ら
抜
け
落
ち
な
い
よ
う
に
、
結
論
を
急
が
な
い
こ
と
が
見
て
取
れ
る

と
述
べ
た
。
そ
の
視
点
で
見
て
い
く
と
、
野
村
の
研
究
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に

つ
い
て
触
れ
な
が
ら
、
結
論
を
急
が
ず
、
観
察
を
続
け
よ
う
と
す
る
姿
勢
、

中
間
項
、
第
三
項
目
へ
の
視
線
か
ら
、
そ
の
広
が
り
を
感
じ
さ
せ
る
も
の

で
あ
る
と
い
え
る
と
し
た
。

常
光
氏
は
「
野
村
純
一
と
口
承
文
芸
研
究
」
と
題
し
て
、
問
題
を
身
近

な
と
こ
ろ
か
ら
発
見
し
て
い
く
そ
の
手
法
や
言
葉
の
感
性
か
ら
話
を
進
め

て
い
っ
た
。
そ
し
て
世
間
話
に
つ
い
て
、
類
型
化
を
試
み
、
そ
こ
に
話
と

し
て
の
生
成
と
変
容
、
そ
し
て
文
芸
性
を
見
て
い
た
こ
と
を
示
唆
し
た
。

こ
こ
で
紹
介
し
た
パ
ネ
リ
ス
ト
三
氏
に
共
通
し
て
い
た
の
は
、
結
論
を

急
が
ず
に
そ
の
過
程
を
示
し
て
い
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
が
野

村
の
研
究
の
特
徴
と
も
い
え
る
だ
ろ
う
。

野
村
の
難
解
な
表
現
や
文
章
は
、
そ
の
後
の
討
論
で
も
取
り
上
げ
ら
れ

た
が
、
そ
れ
こ
そ
が
野
村
の
目
指
し
た
す
ぐ
に
答
え
を
目
指
さ
な
い
、
中

間
を
見
る
姿
勢
を
養
う
こ
と
に
な
る
の
だ
ろ
う
。

小
川
氏
が
『
野
村
純
一
著
作
集
』
第
一
巻
の
解
題
に
記
し
て
い
る
、「
伝

承
や
語
り
の
民
俗
を
、
ま
だ
何
と
か
実
地
に
知
り
、
時
間
で
き
た
時
代
に

野
村
は
フ
ィ
ー
ル
ド
に
生
き
た
（
中
略
）
野
村
純
一
は
、
今
後
の
昔
話
伝

承
研
究
に
と
っ
て
共
通
に
乗
り
越
え
る
目
標
と
な
る
指
標
論
文
を
残
し
て

く
れ
た
と
い
え
よ
う
」（
二
〇
一
〇
年　
清
文
堂
出
版
）。
ま
さ
し
く
野
村

の
投
げ
か
け
た
問
題
は
、
昔
話
研
究
の
方
法
が
大
き
く
変
わ
っ
た
現
在
だ

か
ら
こ
そ
、
こ
れ
か
ら
の
研
究
の
指
標
と
な
る
の
で
あ
る
。

 

（
や
ま
だ
・
ひ
で
か
つ
／
例
会
委
員
）

は
じ
め
に

「
君
の
発
表
は
象
に
虱
が
喰
い
つ
い
た
よ
う
な
も
の
だ
な
」と
い
う
の
が
、

野
村
純
一
先
生
か
ら
声
を
か
け
て
も
ら
っ
た
最
初
の
言
葉
で
あ
る
。
大
学

一
年
の
夏
で
、
今
も
鮮
明
に
覚
え
て
い
る
。
私
は
、
先
生
が
顧
問
を
さ
れ

て
い
た
研
究
会
に
所
属
し
て
い
た
が
、
そ
の
例
会
で
「
土
佐
の
河
童
（
猿

猴
）」
に
つ
い
て
発
表
し
た
。
教
室
で
聞
い
て
い
た
先
生
が
、
発
表
後
に
冒

頭
で
述
べ
た
感
想
で
あ
る
。
私
は
、
一
瞬
、
象
に
虱
の
譬
え
が
理
解
で
き

ず
、
象
と
い
う
言
葉
か
ら
、
ひ
ょ
っ
と
し
て
す
ご
い
発
表
を
し
た
の
か
、

と
思
っ
た
が
、
そ
う
で
は
な
い
こ
と
は
す
ぐ
分
か
っ
た
。
先
生
の
ア
ド
バ

イ
ス
は
、
河
童
に
関
す
る
基
本
的
な
文
献
を
き
ち
ん
と
読
み
な
さ
い
、
と

い
う
内
容
だ
っ
た
。
以
来
、
公
私
に
わ
た
っ
て
、
何
か
と
指
導
を
い
た
だ

き
お
世
話
に
な
っ
た
。

私
に
は
三
人
の
恩
師
が
い
る
が
、
そ
の
出
会
い
を
振
り
返
る
と
、
人
の

縁
と
繋
が
り
は
つ
く
づ
く
不
思
議
な
も
の
だ
と
思
う
。
高
校
時
代
か
ら
お

世
話
に
な
っ
て
い
る
民
俗
学
者
の
坂
本
正
夫
先
生
が
、
土
佐
の
昔
話
や
笑

話
を
調
査
・
研
究
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
、
今
思
い
返
す
と
、
野
村
先
生
の

も
と
で
口
承
文
芸
を
学
ぶ
機
会
に
繋
が
っ
て
い
た
。
そ
の
後
、
野
村
先
生

の
紹
介
で
、
鈴
木
棠
三
先
生
に
指
導
を
い
た
だ
く
機
会
を
得
た
の
で
あ
る
。

野
村
先
生
に
は
、
研
究
の
場
を
離
れ
た
と
こ
ろ
で
も
、
い
ろ
い
ろ
な
こ

と
を
教
わ
っ
た
が
別
の
機
会
に
譲
り
た
い
。
本
学
会
主
催
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
「
野
村
純
一
論
―
そ
の
研
究
手
法
と
業
績
」（
二
〇
一
九
年
十
月
二
十
日
）

で
は
、
小
川
直
之
氏
が
主
に
野
村
純
一
の
昔
話
研
究
に
つ
い
て
、
齊
藤
純

氏
が
伝
説
研
究
に
つ
い
て
発
表
さ
れ
た
。
本
稿
で
は
、『
日
本
の
世
間
話
』

（
一
九
九
五 

東
京
書
籍
）
に
収
め
ら
れ
て
い
る
論
考
を
手
掛
か
り
に
、
先

生
の
世
間
話
研
究
に
つ
い
て
若
干
述
べ
て
み
た
い
。

一
、
野
村
純
一
の
世
間
話
観

『
日
本
の
世
間
話
』
は
次
の
論
考
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。
は
じ
め
に
―
世

間
話
の
世
界
。
第
一
章 

口
裂
け
女
―
話
の
行
方
（「『
口
裂
け
女
』
そ
の
他
」・

「『
口
裂
け
女
』
の
生
成
と
展
開
」・「
も
う
ひ
と
り
の
『
ザ
シ
キ
ワ
ラ
シ
』」）。

第
二
章 

六
部
殺
し
―
話
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
（「
都
市
伝
説
と
民
話
」「『
こ
ん
な

晩
』
へ
の
足
取
り
」・「
危
険
な
話
群
―
『
断
腸
亭
日
乗
』
か
ら
」・「
人
参
と

欲
張
り
婆
さ
ん
」）。
第
三
章 

話
の
主
人
公
た
ち
―
話
の
実
践
（「『
嘘
言
の
庄

助
』
の
こ
と
な
ど
」・「
江
差
の
繁
次
郎
」）。
第
四
章 

猫
、
そ
し
て
狐
―
話
の

化
身
た
ち
（「
隠
岐
の
化
猫
譚
」・「
眷
族
列
伝
の
意
図
」）。
あ
と
が
き
。

世
間
話
を
定
義
す
る
の
は
容
易
で
は
な
い
。
従
来
の
民
俗
学
が
注
目
し
た

世
間
話
は
「
日
常
の
常
識
や
経
験
の
外
に
属
す
よ
う
な
内
容
（
主
に
衝
撃
的

な
で
き
ご
と
や
奇
事
異
聞
な
ど
）
で
、
類
型
性
（
モ
テ
ィ
ー
フ
や
話
型
の
共

通
性
。
一
定
の
分
布
と
連
続
性
）
が
認
め
ら
れ
、
し
か
も
そ
の
言
述
が
生
活

【
第
七
七
回
研
究
例
会　
野
村
純
一
論
―
そ
の
研
究
手
法
と
業
績
―
】

野
村
純
一
と
世
間
話
研
究

　

 

―『
日
本
の
世
間
話
』
か
ら
―常　

光　
　
徹


